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症例は62歳Z-片で胸部1こ快感を訴:i.来院.内祝鏡検&.に

て食道癌と診断され丸院 した.食遺Ⅹ腺造影では下部食

道に約 ･ノIcm 〔/T)境則 七軒的明瞭在表在隆起町･'対句登を認

,'約-/二.内規鏡検軒 L:吊 ､門歯製LLり こi/I-こ汀cm i-I)荊壁

に数個の小隆起Ir:FI仁)凹【‖j†くJ巨1L:.易出血性し7.)隆起性病変

が見られた.生検にて率分化型腺癌と診断され 平成元

年 3月20日手術を施行 した.病理診断は 37x20mm の

あった.病変部より日劇は偏平上皮からなる正常食道粘

膜でありを駐門側は胃粘膜がみられ 病変部周辺は盈層

偏､FL皮上 Goblet(:ellを伴 ･~-円柱上皮が混在 トて~し､

た,また癒病巣の中に偏平上皮の残存がみられたことよ

'')fhrrt､u 食道腺癌Li二診断 し-/∴

畠)腎癌 の原発巣 と壁内転移巣の形態学的鑑別

診断
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多発胃癌と胃癌の壁内転移の鑑別を目的に,壁内転静

ま8病巣と単発の原発性粘膜下浸潤腎癌22例を形態学的に

比較検討 した.

内癌浸潤面積か大きく.癌露呈部LTlW対人株数か小さく,

粘膜内の癌の断面形が顔形となることが寮かつた.また,

附 則勺の組織像では,壁内転移は,分化型1二i例では,内

陸iこ向かう方向性を持-I-癌腺管群を全 く持たなし､こしL_が

多く,末分化型 5例では.全て低分化充実癌でか ),各々

原発癌と異なった事

これ1､-LT)項 目は.壁内転移上原発癌を鑑別するtI)にヰj̀

周であると思われた.
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症例.[16童女1牛 昭和63琴㍉い1胸やけあり.近医にて

胃癌上診断され 術前 AFI)が 191;17.I(局,JIjく Al/ド

産生胃癌を疑し､当院にて胃亜全摘術をおこ左-､L!/_.rl､･

触 感0. にて肝に腰痛や転移の所見はなく予鮪中の肝の

糎状切除標本で屯群衆や肝硬変の所見はなかった中切除

標本では,胃前庭部前壁をこ Bo汀,恩塾病変があった.

上昇 し術後積れ月田の CT をこて転移巣を認めている.

審症例は,AFP塵盤部が PAP法により染色されたこ

とから AFP産生胃癌であ りチ病理組織が髄様型を示

t免疫′FE気泳動法にて C川1Cこ1m＼･arin-A 結 合性亜種ハ

割合がバ500上 肝癌qriLT)95十7 00に近い.Ar/I)碓牛胃

癌L')分T'LJJ一向か組織学的に-"ち.生化学的にl),肝細胞 癌

筋魁の骨化に向いていることを顔弓ぼる.
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【日的】(加11r)ylohこICtPl･ p11 川一日 ロ トLl~)1L')臨席的

特徴を検討した . 監対象ヨ上部消化管内視鏡検査を施行

した 且38症例 潤 77 私 女61 私 年令は30 歳から88 歳ま

管.て. 平均隼齢 59.9歳一.【方法】腸 r･.皮付牛し')左い胃

前庭部の--か所より生検を施行 し,培養法をこより CP

十検出 して検討 しナ∴ 【成績】1.('l'LT湖 畔率;二性差は

みられなかった,2申CP陽性群は陰性評に比べ,平均

年齢が有意をこ低かった (陽性群53鼠 陰性群63歳).3,

胃十二指腸基礎疾患各群において CP 陽性群は平均年

齢が低い傾向がみられた.魂.CP と胃十二指腹疾患

(胃炎.胃･ 仁二指腹満場.潰鳴瀬痕)に関連 性かJL!､-.,

木.･}.-;,.lr).CP と ト12blL･xTkt汀に関連性か_ん吊 豆 二.tう.(:､l)

と.F汗昧乱 食道静脈噛,腎1こ全 廿llJ.C APt))とLl職I

に関連性はみられなかった.

ll)内視鏡 単独胃生検〔'-検討
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安達 哲夫 ･外山 画着 く尉江病院内科)
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東関 道義 lr潮時潤 診療所)

高嫡輿鞠克 く閲沼垂診療所)

ほ 的)今回我射 ま胃集団検診を内視鏡単独で行い,

その有用性について検討 したので報告する.し対象)198･Il

年から約 5年間,当医療協会社員を対象に施行された内

視鏡胃集検はのベ 3885人であった.受診者は服市町村

に及び下越地方が約 3分の 2をしめたe(結果)発見さ

れた胃悪性睦壕は胃癌17例 LO.430O)(早期癌13f札 進
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行成:1楓 胃悪性 'Iンべ腫 1帆 訂18例 u).}1500~1であ---､

た. しかし異常なしとされた 1例が受診 6カ月襖,スキ

･･L-て型胃癌上i今断さオ汗二.雄,:論1内視鏡胃駁棟は間接

X線法に比べ､Ef闇 胃癌(･7一発見率が高く有FHと思われた .

今後は内視鏡医の養成,スキルス塾胃癌を考慮した精度

管理が重要と思われた.
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急性出血性直腸濃痴4 例に〆端､て,若干の文献的考察

を加え報告する.症例 1 は63 歳,男性,呼吸不全にてÅ

F,･ LL :上村]後に人硫 卜ltll鳥十381(厄上 声-り.輸血 二10OO

m i施行するも,死亡.剖検をこて,直腸に Ul斑 の濃轟

を認めた.症例 2は80 歳,男性.呼吸不全にて入院. 1

カ月後に大豊下血 く計 4750g) あ り.内税鏡検蜜で,

直腸に不整型の濃慶あり,保存的治療にて止血 したが,

6 カ月後に誤嘆にて死亡.症例 3は73歳d男性.脳出血

に-~こ入院.lrlL陣吸引術後Lqr.=1に大鼓 卜血 (訂-1850g

以上)あり,内視鏡検査にて,直腸に浸出性出血を伴 う

濃慶を認めたため,ボスミソ散布した結鼠 止血し生存

症例4は82 歳,女性.急性心筋梗塞をこて入院.17 日後に,

太畳下血 (計 2490g) あり.内視鏡検査にて直腸に浸

出性出血を伴 う窺い濃癌を認めたため,ボスミソ散布,

止血 したが,心不全のため死亡.症例3, 4 の如き浸出

後出血に対 し,ボスミソ散布は簡便で有効な方法と思わ

す豆∴

シンポジウム

｢消化器病の内視鏡的治療｣

1)､L廿日こおける削 翫こ対する内視鏡的治療の

現況

1.ASER 冶時 も(.M )-て

成滞林太郎 噌 豊 島 学)

当科では 1粥6年以来,原則として消化性漁藤を伴わ

ず,粘膜内癌と考えられ 種々の理由で開腹手術の適応

がないと判断された症例に対 して敬治を目的をこ内祝級的

治療を行ってきた,当科における治療方針は最初に内視

鏡的切除を試二㌦ 切除不能例や断端陽性例に対しては,

YAG-LASE 民 治療を行 うことを原則としてきた.症例

235

LT)内訳は29倒 し33病 変い亡裾1. 1型 1病変. Ⅰ十ITil

型31rJk]'L私 IILl型1 6病私 IIb型 1病私 II(.型5病私

法別でLL 内視 鏡的切除単独11病変.内視鏡的切除十,

LASII,lく1il病変 ,1_JASll:R単 独mii-変である.平｣勺経

過観察期間は7.7カ月 (最長2 8カ月)であり,進行癌の

l例を除き. 現時点では癌(') 適確を認めてい左し､.組織

学的左判定か可能左内視鏡的切除を第 -･選粧 【こし.必要

に応じて LASER照射を 行うという治療方法は早期胃

癌をこ対して有用と考えられた.

(FJRIISFJ)
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樋[Il 立身 ( 同 病理)
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高分化型腺痛i6 例 (TI (-ノIf5Llj, ITこ12例1.胃腺挿11

例,胃炎 1例の計18 例に ERHSE を施行 した.部位は

胃体部 7 観 胃角部 3例,胃前庭部 8例.病変の大きさ

は平均 8,(うTl ･1111.合併症､.Lこして出血 lt札 穿孔 1例,幽

門狭窄 1例を認めた.病変を取 り残 した症例は 1例でユ

タ}-ルを追加 した.経過観察中に2例で新たな腰痛性

病変を発見した.

17 例の胃腰痛性病密のうち15 例 鰻8%)は本法のみで

治療が完了した.

胃粘晩を切除する方法はいくつか報告されているが,

ERHSE の優位点は切除範囲を術者が決定で きること

であり,問題点は手技的に難 い ､-面を持つことである.

3)胃悪性 ポリ-プに封する内視鏡切除例の

経過観察

一･ 日 .li- ‥. 昌

我々は昭和50 年来,冒(-･')悪性ボり一･･-/に対して,ll:りペ

グトミ-を行って来た,

今回はそれらの症例の予後を中心に報告する. 蕊a型

癌のス トリップバイオブシ-を除いた 王塾早期胃癌のポ

リペタトミ-は25 例である.そのうち切除断端陽性で胃

切除を行-一一た症例は 9 例で,粘膜下層までの浸潤は3例

であった.

16 例がポリペクトミーのみで経過を観察 しており,そ

のうち局在癌は半数の8例であった.

且6例のうち,病死は1例で多発胃癌症例であった虫酸




